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An availability of LED street lighting for power outage on disasters. (Part1) 
Toshinari Matsui, Toshiyuki Morishima, Toshitaka Noriki, Nobuyoshi Inatomi, Toshiaki Noda, Teruhisa Ito, Mitsuo Enoki, 
Natsumi Watanabe, Hiroshi Ito, Yukio Akashi, Kyoichi Himura, Tadashi Doi 
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災害時における蓄電池内蔵 LED 防犯灯の有効性（その 2） 

東日本大震災時における津波による被害と停電時の夜間外出の状況 

―避難経験者に対するアンケート調査― 

野田 俊昭 1、 松井 俊成・森島 俊之 2、 乗木 俊毅・稲富 信義 3、 伊東 輝久 4、 榎 光夫 5、 

渡邊 夏実 6、 伊藤 広 7、 明石 行生 8、 樋村 恭一 9、 土井 正 10 
 1 アイリスオーヤマ株式会社、2 パナソニック株式会社、3 かがつう株式会社、4 株式会社因幡電機製作所、5 オプテックス株式

会社、6 東芝ライテック株式会社、7 公益社団法人日本防犯設備協会、8 福井大学、9 大妻女子大学、10 大阪市立大学 

１．はじめに 

2011 年に起きた東日本大震災では、広範囲かつ持続的に停電が発生した。そのため、夜間に停電が起こっ

た場合に、迅速かつ安全に避難できる明かり、いわゆる防災照明のあり方について、関心が高まっている。この

報告（その 2）では停電時において夜間に避難する際の課題を探るため、避難を体験された仙台市の住民に表

１に示す項目についてアンケートを実施しその結果について報告をする。 

２．アンケート調査方法 

仙台市が実施した津波避難訓練時において、指定避難所に

集まった方に記述式ンケートの協力をお願いし、94 名の方から

ご協力をいただいた。 

調査場所 仙台市中野津波避難タワー、高砂中学校 

調査日  2015 年 11 月 1 日 

 

 

 

３．アンケート調査結果 

図 2 に示す結果のとおり、震災時に避難すべき避難所に関しては全体の 89%が知っていたと回答した（Q5）。

夜間の震災に備えて懐中電灯を所持していると回答した割合は 76%となり、ある程度緊急時に対する備えは行

われていたと言える（Q7）。地震発生時に実際に避難した方は 89%で、そのうち徒歩で避難した方は 51%であっ

た（Q9、Q10）。徒歩で避難した方が過半数以上であり、夜間でも安全に避難できる明るさが必要なことがわか

る。 

今回の震災では仙台市内の全世帯が停電したが、当該地域における電気の復旧には 70%以上の方が４日以

上かかったと回答し、長期にわたり夜間の街路照明は機能しなかったことがわかる（Q12）。停電中にも関わらず

夜間の外出をせざるを得なかった方が 14%であった（Q13）。そのうち 35%が懐中電灯を使用せずに夜間の外出

をしたと回答した（Q15）。 

４．まとめ 

大規模な震災では広域で停電が長時間続き、夜間でも外出を余儀なくされる場面がある。夜間に住民が安心

して外出できる環境整備は必要不可欠と思われ、停電時に道路の明かりを確保できる蓄電池内蔵の防犯灯が

必要であることがわかる。光源が蛍光ランプや水銀灯から LED になったことで消費電力が激減し、小型の蓄電

池で対応可能になったので以前よりも実現しやすくなった。近い将来、首都直下型地震など大規模震災が発生

すると言われている。震災に備え、停電対応蓄電池内蔵 LED 防犯灯の早急な整備が望まれる。 

図 1 仙台市中野津波避難タワー 
表 1 アンケート調査質問項目 

1～4 属性 8～16 震災当日、避難時の状況 12 電力復旧に要した日数

5～7 震災前の状況 8 地震発生時にいた場所 13 停電時の夜間外出の有無

5 避難所の認知 9 避難の有無 14 夜間外出の目的

6 避難訓練参加経験 10 避難の手段 15 懐中電灯使用の有無

7 懐中電灯の備え、所有 11 避難時に苦労した点 16 夜間外出時の不安要素
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図 2 アンケート調査結果（回答数） 
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